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ビックデータ解析等の高負荷な
処理をデータセンターで実行

経路制御など遅延制約のある処理を実行 車載のコンピューティングリソースを最小化

自動車概念図

自動運転プラットフォームの概要

 データセンターと各地域のエッジコンピュータが
連携することでより高度な自動運転サービスを提供

 各自動車は地理的に近い地点のエッジコンピュータを
使用することで低遅延な通信を実現可能

 複数地点で処理を行うことで通信の不安定さに対する
信頼性を確保

自動運転プラットフォームの利点

 エッジコンピュータにより特定の地域ごとに
自動車間で協調した交通が可能

 車載コンピューティングリソース最小化による
自動運転車の製造コストの削減

 サービスの処理負荷や遅延要求に応じた
コンピューティングリソースの提供が可能

自動運転プラットフォームの概念図
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